








要旨:小児の t(11；16)-白血病と t(11；22)-白血病の 11q23 に座位する MLL 遺伝子を用い

て相手遺伝子を同定・単離したところ、CBP と p300 遺伝子であることが判明した。これ

らの遺伝子はアデノウイルス EIA に結合する蛋白で、転写因子 CREB と結合する転写コア

クチベーターであった。また様々な転写因子・核内レセプターなどの結合領域をもち、転

写制御に関する重要な遺伝子である。CBP 遺伝子は、Rubinstein-Taybi 症候群の原因遺伝

子でもあり、この疾患において CBP 遺伝子の解析を進めている。


